
ＣＢＴの本試験は9398人が受験し、9209人

（97.99％）が基準に到達。基準に達しなかっ

た学生の再試験や、インフルエンザ罹患など

による追試験は合計191人が受験、130人が基

準に到達した。これらの結果、本試験、追再

試験の受験者9402人のうち基準到達者は9339

人（99.33％）となった。

ＯＳＣＥの本試験は9402人が受験し、9085

人（96.63％）が基準に到達した。追試験と

再試験は合計327人が受験し、326人が基準に

到達した。これらの結果、本試験、追再試験

の受験者9412人のうち基準到達者は9411人

（99.99％）となった。ＣＢＴは、約9000題に

及ぶプール問題の中からコンピュータ上に、

各学生ごとに異なった問題がランダムに合計

310題出題される。正答率が60％以上で基準

に到達したとみなされる。

薬学共用試験センター試験統括委員会委員

長の奥直人氏（静岡県立大学薬学部）は、平

均正答率が82.8％に達した今回のＣＢＴ本番

の結果について、過去のトライアルと体験受

験における平均正答率は60％前後だったた

め、「多少心配はしたが、非常に高い正答率

を得た。８割の学生ができる問題を想定して

いたので、理想的な結果になった」と報告し

た。

各分野ごとの平均正答率はばらつくことな

く、いずれも80％を超えた。ＣＢＴの問題は

各学生ごとに異なるが、難易度のばらつきも

ほとんどなかったという。

ＣＢＴの今後の課題として奥氏は、0.5％

未満とごく少数だが不適切な内

容の問題があったとし、「次年

度以降に備えて対策を講じる必

要がある」と報告。プール問題

も増やしたいとした。

一方、ＯＳＣＥは、大学教員

や現場の薬剤師が評価者となっ

て、学生が行う調剤や服薬指導

の実技を評価するもの。細目評

価で評価者２人の平均点が70％

以上、概略評価で評価者２人の

合計点が５以上の場合、基準に到達したとみ

なされる。

薬学共用試験センターＯＳＣＥ実施委員の

吉富博則氏（福山大学薬学部）は、ほとんど

の細目項目の実施率は90％以上に達し、「各

項目の難易度に大きな差はなかった」と報告

した。ＯＳＣＥの今後の課題として吉富氏

は、評価者間で評価が一致しなかった項目が

存在するとし、今後は評価一致率の向上を目

指して「評価表や評価マニュアルを再検討し

たい」と説明。併行して「質の高い評価者や

模擬患者を養成し続けなければならない」と

語った。
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このほかシ

ンポジウムで

は、薬学教育

６年制第一期

生が卒業した

直後の、2012

年度以降に実

施が予定され

ている薬学教

育第三者評価

の概要が、薬

学教育評価機

構基準・要綱検討委員会委員長の中村明弘氏

（昭和大学薬学部）から紹介された。

第三者評価は、薬学教育評価機構が客観的

な立場から各大学の薬学教育プログラムにつ

いて評価を行い、その質を社会に対して保証

するもの。

策定中の要綱案では、12項目71基準につい

て個々の項目・基準の評価と、総合判定が行

われる。各大学による自己点検・評価を経た

上で、薬学教育評価機構の評価チームが書面

調査、訪問調査を行って、「適合」「不適合」

「判定保留・評価継続」のいずれかの総合判

定を下す。

結果は評価報告書にまとめられ、薬学教育

評価機構のＷｅｂサイトなどで社会に公表さ

れる予定だ。

本評価開始に向け11年度末までに、評価基

準、実施要綱、評価実施マニュアルが完成す

る計画。11年度に数大学でトライアルを実施

した上で、12年度から申請大学における自己

点検・評価が始まる。13年度にはその自己点

検・評価書を受理し、薬学教育評価機構によ

る評価が開始される。評価の有効期間は７年

間となる見通しだ。

６年制初の試験結果に関係者の注目が集まった

３月に岡山で開かれた日本薬学会第

130年会のシンポジウム「薬学教育新

制度～共用試験、第三者評価、薬剤師

国家試験～」で、薬学教育６年制課程

における初めての薬学共用試験（ＣＢ

Ｔ、ＯＳＣＥ）の実施結果が発表され

た。昨年12月から始まった本試験、追

試験、再試験を約9400人が受験し、Ｃ

ＢＴ、ＯＳＣＥともに99％以上の学生

が合格基準に到達した。大きなトラブ

ルの発生はなく、無事に本番を終える

ことができたとの報告があった。
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